[image: ] かみさまの　ひとである　わたし



げつようび

　　　　　　ピリピ
3章 (しょう)20節 (せつ)
けれども、私 (わたし)たちの国籍 (こくせき)は天 (てん)にあります。そこから主 (しゅ)イエス・キリストが救 (すく)い主 (ぬし)としておいでになるのを、私 (わたし)たちは待 (ま)ち望 (のぞ)んでいます。



私 (わたし)はなにを自慢 (じまん)しますか。伝道者 (でんどうしゃ)パウロは、世 (よ)の中 (なか)のことでも、信仰的 (しんこうてき)にも、自慢 (じまん)する点 (てん)が多 (おお)い人 (ひと)でした。裕福 (ゆうふく)な家庭 (かてい)で育 (そだ)って、学 (まな)んだことが多 (おお)く、いろいろな面 (めん)で学識 (がくしき)が優 (すぐ)れた人 (ひと)でした。聖書 (せいしょ)もとてもよく知 (し)っていて、自慢 (じまん)の種 (たね)が多 (おお)かったのです。そのようなパウロが、自分 (じぶん)が自慢 (じまん)できるものなどを前 (まえ)に出 (だ)すことなく「私 (わたし)の主 (しゅ)であるキリスト・イエスを知 (し)っていることのすばらしさのゆえに、いっさいのことを損 (そん)と思 (おも)っています。私 (わたし)はキリストのためにすべてのものを捨 (す)てて、それらをちりあくたとっています。」という告白 (こくはく)をしました。（ピリピ3:8）神様 (かみさま)のみことばの中 (なか)で、キリストを発見 (はっけん)して、キリストの中 (なか)で神 (かみ)の子 (こ)どもになった私 (わたし)を発見 (はっけん)したからです。
多 (おお)くの人 (ひと)がパウロとは反対 (はんたい)に、世 (よ)の中 (なか)の欲 (よく)を満 (み)たそうと努力 (どりょく)しながら生 (い)きています。しかし、福音 (ふくいん)なしで成功 (せいこう)した人 (ひと)は、神様 (かみさま)に会 (あ)うことができず、失敗 (しっぱい)して崩 (くず)れています。そのような世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かすために召 (め)された伝道者 (でんどうしゃ)が、私 (わたし)です。まことの幸 (しあわ)せは、イエス・キリストによって神様 (かみさま)に会 (あ)うことだという奥義 (おくぎ)を語 (かた)る人 (ひと)だからです。神様 (かみさま)の人 (ひと)として、福音 (ふくいん)の中 (なか)から私 (わたし)と私 (わたし)のことを発見 (はっけん)するようにしましょう！
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
父 (ちち)なる神様 (かみさま)！福音 (ふくいん)の中 (なか)で本当 (ほんとう)の私 (わたし)を発見 (はっけん)して、パウロのように伝道者 (でんどうしゃ)の祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうことができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
核心訓練メッセージ│　2017.3.11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]パウロのように、神様 (かみさま)に召 (め)された私 (わたし)の価値 (かち)を思 (おも)い出 (だ)しましょう。
私 (わたし)を価値 (かち)ある者 (もの)にしてくださったイエス・キリストを最高 (さいこう)だと
告白 (こくはく)するみことばを書 (か)きましょう。
書 (か)いてみよう






それどころか、私 (わたし)の主 (しゅ)であるキリスト・イエスを知 (し)っていることのすばらしさのゆえに、いっさいのことを損 (そん)と思 (おも)っています。私 (わたし)はキリストのためにすべてのものを捨 (す)てて、それらをちりあくたとっています。それは、私 (わたし)には、キリストを得 (え)、また、キリストの中 (なか)にある者 (もの)と認 (みと)められ、律法 (りっぽう)による自分 (じぶん)の義 (ぎ)ではなくて、キリストを信 (しん)じる信仰 (しんこう)による義 (ぎ)、すなわち、信仰 (しんこう)に基 (もと)づいて、神 (かみ)から
与 (あた)えられる義 (ぎ)を持 (も)つことができる、という望 (のぞ)みが
あるからです。（ピリピ3:8～9）
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ] しめんそかの　じょうきょうに
　　　おかれた　とき　

　　　　　　　　　　　　　　　　


かようび

「地 (ち)を造 (つく)られた主 (しゅ)、それを形造 (かたちづく)って確立 (かくりつ)させた主 (しゅ)、その名 (な)は主 (しゅ)である方 (かた)がこう仰 (おお)せられる。わたしを呼 (よ)べ。そうすれば、わたしは、あなたに答 (こた)え、あなたの知 (し)らない、理解 (りかい)を越 (こ)えた大 (おお)いなる事 (こと)を、あなたに告 (つ)げよう。

　　　　　　エレミヤ
33章 (しょう)2～3節 (せつ)　



四面楚歌 (しめんそか)とは、四方 (しほう)から楚 (そ)の国 (くに)の歌 (うた)が聞 (き)こえている状態 (じょうたい)ということです。敵 (てき)に囲 (かこ)まれた状態 (じょうたい)や、だれにも助 (たす)けてもらえない難 (むずか)しい状況 (じょうきょう)を意味 (いみ)します。こういう瞬間 (しゅんかん)には、しばしば間違 (まちが)った分析 (ぶんせき)と選択 (せんたく)をするようになります。もし、とても大 (おお)きな苦 (くる)しみに出会 (であ)ったら、私 (わたし)たちはどのようにしなければならないのでしょうか。
まず、神様 (かみさま)がなさる当然性 (とうぜんせい)を認 (みと)めなければなりません。前後 (ぜんご)に行 (おこな)われた状況 (じょうきょう)を見 (み)れば、その結果 (けっか)が当然 (とうぜん)くるはずだったということを知 (し)るようになります。当然 (とうぜん)の結果 (けっか)でも、危機 (きき)だと思 (おも)えることがきた時 (とき)は、福音 (ふくいん)を選択 (せんたく)しましょう。そうすれば、暗 (くら)やみが崩 (くず)れて、そうなるしかなかった必然的 (ひつぜんてき)な結果 (けっか)がついてくるようになります。神様 (かみさま)が祈 (いの)りの奥義 (おくぎ)を分 (わ)かるようにされるからです。レムナントのヨセフも同 (おな)じでした。神様 (かみさま)がヨセフに苦 (くる)しみを与 (あた)えられたように見 (み)えたのですが、事実 (じじつ)は、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)を見 (み)るほど祈 (いの)りの奥義 (おくぎ)をくださったのでした。このように、信仰 (しんこう)を選択 (せんたく)して祈 (いの)る子 (こ)どもは、神様 (かみさま)があらかじめ準備 (じゅんび)しておかれた絶対的 (ぜったいてき)なことを発見 (はっけん)できます。国 (くに)はレムナントひとりの祈 (いの)りで、暗 (くら)やみに縛 (しば)られた人 (ひと)と家 (いえ)の中 (なか)を神様 (かみさま)に立 (た)ち返 (かえ)らせることができるということです。この契約 (けいやく)を握 (にぎ)って、大 (おお)いなる事 (こと)を味 (あじ)わいましょう。

















[image: ]きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










父 (ちち)なる神様 (かみさま)！なにもできないほどの危機 (きき)と苦 (くる)しみの中 (なか)で、神様 (かみさま)が備 (そな)えておられる当然 (とうぜん)なこと、必要 (ひつよう)なこと、絶対的 (ぜったいてき)なことを知 (し)ることができますように。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
インマヌエル教会聖日1部　│　2017.3.12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]さがして書 (か)こう

エレミヤにみことばをくださって、成就 (じょうじゅ)された神様 (かみさま)の約束 (やくそく)を見 (み)つけて書 (か)きましょう。




















　　　　　　　　　　　　　　　　　エレミヤ33:6～9
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[image: ] これらの　ほねは　
いきかえることが　できようか


すいようび

神 (かみ)である主 (しゅ)はこれらの骨 (ほね)にこう仰 (おお)せられる。見 (み)よ。わたしがおまえたちの中 (なか)に息 (いき)を吹 (ふ)き入 (い)れるので、おまえたちは生 (い)き返 (かえ)る。わたしがおまえたちに筋 (すじ)をつけ、肉 (にく)を生 (しょう)じさせ、皮膚 (ひふ)でおおい、おまえたちの中 (なか)に息 (いき)を与 (あた)え、おまえたちが生 (い)き返 (かえ)るとき、おまえたちはわたしが主 (しゅ)であることを知 (し)ろう。」

　　　　　　
エゼキエル
37章 (しょう)5～6節 (せつ)



この世 (よ)には神様 (かみさま)を知 (し)る人 (ひと)は、ほとんどいません。創世記 (そうせいき)3章 (しょう)の善悪 (ぜんあく)の知識 (ちしき)の木 (き)の実 (み)事件 (じけん)によって神様 (かみさま)を離 (はな)れた初 (はじ)めての人 (ひと)以後 (いご)に生 (う)まれたすべての人 (ひと)は、神様 (かみさま)を離 (はな)れる原罪 (げんざい)を犯 (おか)すようになったからです。そのことによって、すべての人 (ひと)は神様 (かみさま)からの栄誉 (えいよ)を受 (う)けることができなくなりました。ですから、全世界 (ぜんせかい)の人々 (ひとびと)に霊的 (れいてき)問題 (もんだい)がきます。このように、完全 (かんぜん)に滅亡 (めつぼう)した人々 (ひとびと)を示 (しめ)して神様 (かみさま)が「これらの骨 (ほね)は生 (い)き返 (かえ)ることができようか」と私 (わたし)たちに質問 (しつもん)しておられます。
私 (わたし)たちは、今日 (きょう)、エゼキエルが聖霊 (せいれい)の神様 (かみさま)に導 (みちび)かれたように、ひたすら神様 (かみさま)に向 (む)かう祝福 (しゅくふく)を見 (み)つけなければなりません。私 (わたし)たちがその祝福 (しゅくふく)を神様 (かみさま)との約束 (やくそく)として握 (にぎ)るとき、神様 (かみさま)がそれに合 (あ)うように答 (こた)えをくださるからです。神様 (かみさま)は干 (ひ)からびた骨 (ほね)のように死 (し)んでいる人 (ひと)を生 (い)かすことができます。私 (わたし)たちはそのことのために神様 (かみさま)が送 (おく)られた福音 (ふくいん)として来 (こ)られたイエス・キリストを伝 (つた)えれば良 (よ)いのです。神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださったみことばを預言 (よげん)するレムナントになるように祈 (いの)りましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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父 (ちち)なる神様 (かみさま)！福音 (ふくいん)を知 (し)らない干 (ひ)からびた骨 (ほね)のように死 (し)んでいる人 (ひと)たちに、イエス・キリストを伝 (つた)えることができますように。 生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

インマヌエル教会聖日２部　│　2017.3.12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]なやみが　あります

7月 (がつ)のなやみは、なにかな

　　　　　　　　　　　　　　　パク・ウヨン牧師 (ぼくし)夫人 (ふじん)！
　　　　　　　　　　　　なやみがあります！


塾 (じゅく)に行 (い)くのがとてもつらいです。
なぜ勉強 (べんきょう)をするのですか。

ナ・ハンビ、レムナント/セゲロ教会


塾 (じゅく)に通 (かよ)うのがとてもつらいのですね。ひょっとして、つらいとパパやママに言 (い)いましたか。パパやママが塾 (じゅく)に行 (い)くように言 (い)うのは、子 (こ)どもが勉強 (べんきょう)がよくできるように助 (たす)けようとしているからです。
勉強 (べんきょう)がしたくなくて、おもしろくもないですか。もし勉強 (べんきょう)にタラントがないならば、他 (ほか)の知恵 (ちえ)があります。神様 (かみさま)は人 (ひと)を造 (つく)られて、ひとりひとり、タラントをくださったからです。神様 (かみさま)は神 (かみ)の子 (こ)どもがそのタラントで万 (ばん)物 (ぶつ)を治 (おさ)めて征 (せい)服 (ふく)する祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうことを願 (ねが)っておられます。その分野 (ぶんや)で神様 (かみさま)の栄光 (えいこう)を表 (あら)わすことを願 (ねが)っておられるのです。
勉強 (べんきょう)でなくても、良 (よ)くできることや好 (す)きなことはありますか。まわりの大人 (おとな)たちがハンビ・レムナントがするなにかの事 (こと)を認 (みと)めたら、その分野 (ぶんや)に関心 (かんしん)を持 (も)って挑戦 (ちょうせん)してみてください。それも一 (ひと)つの勉強 (べんきょう)ですからね。もしまだ見 (み)つけていないとすれば、今 (いま)すぐ神様 (かみさま)に質問 (しつもん)を始 (はじ)めましょう。「私 (わたし)は未来 (みらい)に、どの分野 (ぶんや)を治 (おさ)めて征 (せい)服 (ふく)して、神様 (かみさま)の御名 (みな)を高 (たか)められますか」とね。真実 (しんじつ)な主 (しゅ)が必 (かなら)ず答 (こた)えてくださるでしょう。さあ、それでは祈 (いの)りの中 (なか)へ　Go (ゴー)、Go (ゴー)!





























きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　







[image: ] しゅなる　かみさまに　
　しゅうちゅうする　いのり


もくようび


　　　　　　われらの力 (ちから)であられる神 (かみ)に喜 (よろこ)び歌 (うた)え。ヤコブの神 (かみ)に喜 (よろこ)び叫 (さけ)べ。声高 (こえたか)らかにほめ歌 (うた)を歌 (うた)え。タンバリンを打 (う)ち鳴 (な)らせ。六 (ろく)弦 (げん)の琴 (こと)に合 (あ)わせて、良 (よ)い音 (ね)の立 (たて)琴 (ごと)をかき鳴 (な)らせ。

詩篇 (しへん)
81篇 (へん)1～2節 (せつ)



神 (かみ)の子 (こ)どもである私 (わたし)たちは、神様 (かみさま)に祈 (いの)りができる特別 (とくべつ)な資格 (しかく)を受 (う)けました。もし、毎日 (まいにち)神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)する祈 (いの)りができるならば、ダビデのように、目 (め)に見 (み)える苦 (くる)しみや問題 (もんだい)にだまされないで、むしろ私 (わたし)を通 (とお)して神様 (かみさま)が生 (い)きておられることを見 (み)る祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わうようになります。はたして私 (わたし)たちはどんな祈 (いの)りをしなければならないのでしょうか。最初 (さいしょ)に、私 (わたし)たちは完全 (かんぜん)に滅 (ほろ)びる問題 (もんだい)から、神様 (かみさま)の愛 (あい)として来 (こ)られたイエス・キリストにより救 (すく)われました。そのように神 (かみ)の子 (こ)どもになって受 (う)けた霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)と、いつどこででも私 (わたし)たちとともにおられる神様 (かみさま)に向 (む)かった感謝 (かんしゃ)の祈 (いの)りをしましょう。二 (ふた)つ目 (め)、毎日 (まいにち)みことばを黙想 (もくそう)する人 (ひと)と、問題 (もんだい)をおいて悩 (なや)みだけする人 (ひと)は、時間 (じかん)が過 (す)ぎるほど変 (か)わるしかありません。みことばを読 (よ)んで書 (か)いたり、覚 (おぼ)えて考 (かんが)えたりすることを持続 (じぞく)すれば、みことばのとおり導 (みちび)かれるようになるからです。神様 (かみさま)がくださったみことばを信 (しん)じる祈 (いの)りをしましょう。2つの祈 (いの)りは、主 (しゅ)である神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)する方法 (ほうほう)です。今日 (きょう)から毎日 (まいにち)神様 (かみさま)に集中 (しゅうちゅう)する祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。そうすれば、世 (よ)の中 (なか)が勝 (か)てない神様 (かみさま)の力 (ちから)で、問題 (もんだい)に勝 (か)つレムナントになるでしょう！
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



[image: ]





きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

父 (ちち)なる神様 (かみさま)！私 (わたし)たちの人生 (じんせい)のもっとも根本的 (こんぽんてき)で、重要 (じゅうよう)な祈 (いの)りの祝福 (しゅくふく)を知 (し)ることができるように恵 (めぐ)みをください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
新しい家族および現場働き人修練会1講　│　2017.3.14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]ちがいを　みつけよう

神 (かみ)の子 (こ)どもになって祈 (いの)りの祝福 (しゅくふく)を味 (あじ)わう友 (とも)だちと、神様 (かみさま)を知 (し)らないで
自分 (じぶん)の力 (ちから)で生 (い)きて行 (い)く友 (とも)だちは、どんな点 (てん)でちがうのでしょうか。
下 (した)の絵 (え)の７つのちがいを探 (さが)しながら、私 (わたし)にはどんな力 (ちから)があるのか
考 (かんが)えましょう。































きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　






[image: ] よのなかでの　せいこう





きんようび

　　　　　　
また、私 (わたし)の神 (かみ)は、キリスト・イエスにあるご自身 (じしん)の栄光 (えいこう)の富 (とみ)をもって、あなたがたの必要 (ひつよう)をすべて満 (み)たしてくださいます。
ピリピ
4章 (しょう)19節 (せつ)



イエス・キリストを受 (う)け入 (い)れて神 (かみ)の子 (こ)どもになった私 (わたし)たちは、キリストの中 (なか)ですべてのことを見 (み)つけることができます。パウロは、その祝福 (しゅくふく)を思 (おも)いきり味 (あじ)わったレムナントでした。どのようにすれば、パウロが味 (あじ)わった祝福 (しゅくふく)を私 (わたし)も味 (あじ)わうことができるのでしょうか。
まず「神様 (かみさま)が私 (わたし)を召 (め)して、救 (すく)いの奥義 (おくぎ)をくださった理由 (りゆう)は何 (なん)だろうか」という天命 (てんめい)を見 (み)つけましょう。神様 (かみさま)がくださるまことの答 (こた)えは、天命 (てんめい)を見 (み)つけるときに知 (し)ることができるからです。天命 (てんめい)を受 (う)けた人 (ひと)は、神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださった当然 (とうぜん)しなければならないことを見 (み)ることができます。そのことをする人 (ひと)は、どこでも必要 (ひつよう)な人 (ひと)になります。絶対的 (ぜったいてき)に必要 (ひつよう)なことをするからです。このように、神様 (かみさま)が導 (みちび)かれることを経験 (けいけん)した人 (ひと)は、揺 (ゆ)れたり、心配 (しんぱい)したりしません。神様 (かみさま)が私 (わたし)を通 (とお)してなさることを信 (しん)じるからです。そのような心 (こころ)を持 (も)った人 (ひと)は、私 (わたし)を召 (め)された神様 (かみさま)が、私 (わたし)にくださったことと答 (こた)えだけを見 (み)ます。もしこのように私 (わたし)を導 (みちび)かれた神様 (かみさま)がなさることを24時間 (じかん)考 (かんが)えるなら、世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かす神様 (かみさま)がくださる成功 (せいこう)ができます。世 (よ)の中 (なか)で私 (わたし)の力 (ちから)でやり遂 (と)げる成功 (せいこう)とは比較 (ひかく)できない成功 (せいこう)です。世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かすレムナントになる挑戦 (ちょうせん)、今 (いま)からはじめましょう。
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父 (ちち)なる神様 (かみさま)！神 (かみ)様 (さま)が願 (ねが)っておられる成功 (せいこう)の奥義 (おくぎ)を味 (あじ)わって、多 (おお)くの人 (にん)を生 (い)かすことに用 (もち)いられるように導 (みちび)いてください。 生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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[image: ]作 (つく)ってみよう

正 (ただ)しい福音 (ふくいん)を知 (し)って、イエス様 (さま)を告白 (こくはく)したレムナントの姿 (すがた)を
次 (つぎ)のページの絵 (え)で見 (み)つけて、合 (あ)うところにはって絵 (え)を完成 (かんせい)しましょう。
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[image: ] 切 (き)り抜 (ぬ)いて、前 (まえ)のページの絵 (え)で合 (あ)うところにはりましょう




[image: ]でんどうと　せんきょうの
　　たいれつに　たちましょう



　　　　　　どようび


使徒 (しと)
9章 (しょう)15節 (せつ)

しかし、主 (しゅ)はこう言 (い)われた。「行 (い)きなさい。あの人 (ひと)はわたしの名 (な)を、異邦人 (いほうじん)、王 (おう)たち、イスラエルの子孫 (しそん)の前 (まえ)に運 (はこ)ぶ、わたしの選 (えら)びの器 (うつわ)です。



イエス様 (さま)が弟子 (でし)たちを「身 (み)近 (ぢか)に置 (お)き、また彼 (かれ)らを遣 (つか)わして福音 (ふくいん)をべさせ、悪霊 (あくれい)を追 (お)い出 (だ)す権威 (けんい)を持 (も)たせるため」に呼 (よ)ばれました。また「人間 (にんげん)をとる漁師 (りょうし)にしてあげよう」と言 (い)われました。それとともに自分 (じぶん)の重荷 (おもに)をすべて捨 (す)てて、イエス様 (さま)がくださる荷 (に)を負 (お)いなさい」と言 (い)われました。その荷 (に)は軽 (かる)いのです。
この話 (はなし)をされたイエス様 (さま)が、最後 (さいご)になさったみことばがあります。それが「わたしは、世 (よ)の終 (お)わりまで、いつも、あなたがたとともにいます。」という約束 (やくそく)でした。十字架 (じゅうじか)で死 (し)んで復活 (ふっかつ)されて、弟子 (でし)たちをオリーブ山 (やま)に呼 (よ)ばれた後 (あと)に言 (い)われたみことばでした。「聖霊 (せいれい)が臨 (のぞ)まれるとき、力 (ちから)を受 (う)けて、地 (ち)の果 (は)てまで行 (い)くほどの力 (ちから)を受 (う)けて証人 (しょうにん)になる」という約束 (やくそく)もしてくださいました。パウロは、その場 (ば)にいませんでしたが、この体験 (たいけん)をしたくて「どのようにすれば、この約束 (やくそく)を受 (う)けられるのだろうか」と悩 (なや)みました。そうしたら、悩 (なや)みだけしたパウロに、神様 (かみさま)は伝道 (でんどう)と宣教 (せんきょう)のすべての門 (もん)を開 (あ)けられました。
私 (わたし)もパウロのように神様 (かみさま)に質問 (しつもん)しましょう。そうすれば、伝道 (でんどう)と宣教 (せんきょう)の隊列 (たいれつ)に立 (た)つことができて、証人 (しょうにん)として導 (みちび)かれるでしょう。
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父 (ちち)なる神様 (かみさま)！地 (ち)の果 (は)てまで福音 (ふくいん)を伝 (つた)えて、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)の主役 (しゅやく)となるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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[image: ]生活 (せいかつ)常識 (じょうしき)

伝道 (でんどう)と宣教 (せんきょう)の隊列 (たいれつ)の中 (なか)にいるレムナントは、どの現場 (げんば)に行 (い)っても、危機 (きき)に対処 (たいしょ)することができるべきです。下 (した)の生活 (せいかつ)常識 (じょうしき)を確認 (かくにん)して、危 (き)機 (き)に対 (たい)処 (しょ)する方 (ほう)法 (ほう)を学 (まな)びましょう。（8月 (がつ)15日 (にち)の生活 (せいかつ)クイズの答え (こたえ)と説明 (せつめい)です：台風 (たいふう)で暴風雨 (ぼうふうう)警報 (けいほう)が出 (で)たときはどうしますか？）
　　
　　　　　


　　　　




　ドアの外 (そと)に、いろいろな物 (もの)を高 (たか)く積 (つ)み上 (あ)げておく
台風 (たいふう)はとても強 (つよ)いです。風 (かぜ)でどんな物 (もの)でも、簡単 (かんたん)に
吹 (ふ)き飛 (と)ばしてしまいます。風 (かぜ)に飛 (と)ばされたものが
ゴンゴンとドアにあたったり、見 (み)つけられなくなったり
します。ですから、飛 (と)ばされそうなものは、家 (いえ)の中 (なか)に
入 (い)れるべきです


　雨 (あめ)にぬれないように、自動車 (じどうしゃ)を地下 (ちか)に移 (うつ)しておく
台風 (たいふう)は、雨 (あめ)がたくさんふって、建物 (たてもの)の地下 (ちか)が水 (みず)で
いっぱいになることがあります。このとき、古 (ふる)い建 (たて)物 (もの)や
前 (まえ)に水 (みず)につかったことがあるところは、大 (おお)きな被 (ひ)害 (がい)を
受 (う)けることがあります。ですから、自動車 (じどうしゃ)は、水 (みず)につかる
危険 (きけん)がない、離 (はな)れた高 (たか)いところや、水 (みず)が流 (なが)れ込 (こ)むのを
防 (ふせ)ぐドアがある駐車場 (ちゅうしゃじょう)に置 (お)くべきです。

　　窓 (まど)ガラスと窓枠 (まどわく)のつぎ目 (め)にテープをはって
固定 (こてい)する　（正解 (せいかい)は3番 (ばん)です！）
台風 (たいふう)が来たら、風 (かぜ)が強 (つよ)くて、窓 (まど)ガラスが割 (わ)れる
[bookmark: _GoBack]ことがあります。そのようなことに備 (そな)えて、
テープを窓 (まど)ガラスと、窓 (まど)枠 (わく)のつぎ目 (め)にはれば、
窓 (まど)ガラスが割 (わ)れることがありません。
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